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　永きにわたり日本は多くの中国古典を受容してき
たが、近代中国では知識人たちが日本古典を中国
語に翻訳していた。
　古典版本の考察では豊富な漢字知識に基づいて
文字遣いの相違を検討し、翻訳スタイルの選択で
は、対象作品の文学史での位置づけや、中国の時
代・作品との対応も重視していた。そのような当時
の翻訳状況を、万葉集・今昔物語・俳句を中心に
取り上げ考察する。
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